
自然の恵み野　わっさむ町

主な内容

２～４Ｐ　わっさむ120年記念　和寒町表彰式

５～９Ｐ　和寒町人事行政の運営等の状況を公表します

12Ｐ　町営バス予約時間が変更になりました

16～17Ｐ　町政懇談会終了

スキー場の頂上を目指し疾走
　10月22日(火祝) 和寒東山ヒルクライムレース

　　　　　　　～ＨＩＧＡＳＨＩＹＡＭＡ500～
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故 

伊
藤
　
昭
宣 

様

　
昭
和
40
年
に
和
寒
町
職
員
と
し
て

奉
職
し
、
各
部
署
に
お
い
て
精
励
さ

れ
、
平
成
８
年
に
は
町
か
ら
永
年
勤

続
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

10
年
、
本
町
の
１
０
０
年
記
念
事
業

室
長
と
し
て
、
事
業
の
実
施
に
ご
奮

闘
さ
れ
、
そ
の
後
病
院
事
務
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
町
職
員
退
職

後
、
平
成
18
年
の
町
長
選
挙
に
当
選

さ
れ
、
２
期
８
年
間
、
地
方
自
治
の

振
興
と
発
展
に
貢
献
し
、
産
業
、
教

育
、
文
化
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
町
政
伸
展
に
ご
尽
力
さ

れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
1
月
病
気
の
た
め
惜
し
く
も
夭

逝
さ
れ
ま
し
た
。

 

功　

労　

表　

彰 

　
町
議
会
議
員
と
し
て
現
在

４
期
目
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

先
の
４
年
間
、
副
議
長
と
し

て
議
長
を
補
佐
し
、
現
在
は

議
長
と
し
て
公
正
で
円
滑
な

議
会
運
営
に
努
め
ら
れ
、
本
町
の
自
治
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
ま
す
。
農
協
職
員
現
役
の
と
き
に
は
、
消
防
団
員
と
し
て

約
17
年
間
に
わ
た
り
精
励
さ
れ
、
ま
た
、
和
寒
地
区
労
働
組

合
協
議
会
議
長
と
し
て
、
労
働
者
の
地
位
向
上
に
も
ご
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
各
方
面
で
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
寒
町
表
彰
式

　
　
　
　

町
政
へ
の
功
績
た
た
え
る

令和元年度

わ
っ
さ
む
１
２
０
年
記
念

　
町
議
会
議
員
と
し
て
現
在

４
期
目
を
務
め
ら
れ
て
お

り
、
２
期
目
に
は
監
査
委
員

と
し
て
町
の
効
率
的
な
財
政

運
営
な
ど
に
つ
い
て
点
検
す

る
役
割
を
努
め
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
農
業

振
興
対
策
協
議
会
委
員
や
土
地
改
良
区
総
代
な
ど
農
業
の
進

展
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
本
町
の
自
治
振
興
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
59
年
か
ら
社
会

教
育
委
員
兼
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
と
し

て
、
昭
和
63
年
か
ら
は

委
員
長
と
し
て
長
き
に

わ
た
り
務
め
ら
れ
、
本
町
教
育
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
審
議
会
で
は
副
委
員

長
と
し
て
本
町
伸
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
教
育
委
員
と
し
て
現

在
３
期
目
を
務
め
ら
れ

て
お
り
、
本
町
教
育
の

振
興
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
教

育
特
区
学
校
審
議
会
委
員
や
介
護
・
保
健
・
福
祉
対
策

検
討
委
員
会
委
員
、
さ
ら
に
は
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
と
し
て
適
正
な
国
保
の
運
営
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
と
し
て
現

在
４
期
目
を
務
め
ら
れ

て
お
り
、
平
成
20
年
か

ら
は
委
員
長
代
理
と
し

て
委
員
長
を
補
佐
し
、

現
在
も
教
育
長
代
理
と
し
て
、
本
町
教
育
の
振
興
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
委

員
兼
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
や
総
合
計
画
審
議
会
委

員
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
な
ど
数
多
く

の
公
職
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
井

　
教
之 

様
（
南
町
）

 

功　

労　

章 

和
久
　
　
充 

様
（
北
原
）

池
田

　
穎
昭 

様
（
西
町
）

佐
々
木
　
広
行 

様
（
三
笠
）

石
田

　
利
美 

様
（
三
笠
）
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現
在
、
水
道
運
営
委
員
会
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
、情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
な
ど
の
委
員

を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
各
方
面
で
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
６
年
か
ら
18
年
間
、
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
街
頭
に
立
ち
、
子
ど

も
た
ち
の
通
学
時
の
安
全
を
見
守
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
方
々
か

ら
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
62
年
か
ら
土
地
改
良
区
総
代

と
し
て
、
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

土
地
改
良
事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な

実
施
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
協
同
組
合
の
理
事
と
し
て
も
平

成
13
年
か
ら
10
年
間
、
ご
活
躍
さ
れ
、

平
成
27
年
か
ら
は
自
治
会
長
を
務
め

る
な
ど
温
厚
誠
実
で
地
域
の
方
々
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
方
で
す
。

池
澤

　
和
成 

様
（
西
和
）

本
舘
　
美
智
子 

様
（
三
笠
）

ふるさと永住功労表彰受賞者

三列左から川村さん、伊藤(忠)さん、琴崎さん、佐藤(忠)さん、二階堂さん、馬場さん
二列左から石田さん、窪田さん、吉田(正)さん、吉田(弘)さん、佐々木(厚)さん、竹本さん、南雲さん、福本さん、脇澤さん
前列左から犬養さん、伊藤(養)さん、阿部さん、齋藤さん、佐々木(節)さん、福塚さん、髙野さん、佐藤(正)さん

赤
石

　
悦
子 

様
（
三

　
笠
）

阿
部
シ
ゲ
子 

様
（
東

　
町
）

戸
き
く
い 

様
（
大

　
成
）

石
田
十
美
夫 

様
（
西

　
和
）

井
瀨

　
壽
美 

様
（
三

　
笠
）

伊
藤

　
忠
勝 

様
（
東

　
丘
）

伊
藤

　
養
子 

様
（
西

　
町
）

犬
養
サ
ヨ
子 

様
（
三

　
笠
）

小
野

　
好
秋 

様
（
西

　
町
）

加
清
ト
キ
子 

様
（
三

　
笠
）

兼
丸  

　
曻 

様
（
東

　
丘
）

川
村

　
髙
雄 

様
（
西

　
町
）

窪
田

　
智
弘 

様
（
西

　
町
）

琴
崎
　
正
雄 

様
（
日
ノ
出
）

齋
藤
千
代
子 

様
（
西
　
和
）

佐
子
　
　
弘 
様
（
日
ノ
出
）

佐
々
木
厚
美 

様
（
中
　
和
）

佐
々
木
健
治 

様
（
三
　
笠
）

佐
々
木
節
子 

様
（
西
　
町
）

佐
藤
　
　
勲 

様
（
中
　
和
）

佐
藤
　
　
忠 

様
（
日
ノ
出
）

佐
藤
テ
ル
子 

様
（
日
ノ
出
）

佐
藤
　
正
男 

様
（
三
　
笠
）

佐
藤

　
充
子 

様
（
日
ノ
出
）

清
水
美
榮
子 

様
（
川

　
西
）

白
鳥

　
眞
一 

様
（
三

　
笠
）

髙
野

　
愛
子 

様
（
三

　
笠
）

竹
本
サ
ツ
子 

様
（
菊

　
野
）

堤
　
　
幸
子 

様
（
日
ノ
出
）

中
森

　
勇
男 

様
（
西

　
町
）

南
雲

　
幸
子 

様
（
東

　
丘
）

二
階
堂
辰
雄 

様
（
西

　
町
）

西
本

　
貞
雄 

様
（
南

　
町
）

架
田

　
与
一 

様
（
菊

　
野
）

畠
山

　
房
子 

様
（
三

　
笠
）

原
野

　
貞
光 

様
（
西

　
町
）

半
澤
ス
ヱ
子 

様
（
西
　
町
）

馬
場
　
宣
昭 

様
（
西
　
町
）

福
塚
　
茂
子 

様
（
西
　
町
）

福
本
　
福
市 

様
（
西
　
町
）

松
村
　
　
功 

様
（
西
　
町
）

見
上
　
勇
隆 

様
（
三
　
笠
）

武
佐
　
里
子 

様
（
西
　
町
）

吉
田
　
　
正 
様
（
三
　
笠
）

吉
田
　
弘
夫 
様
（
北
　
町
）

脇
澤
　
鐵
男 

様
（
大
　
成
）

　ふるさと永住功労は、毎年 10 月 1 日において年齢が満 80 歳以上で、

本町に在住している期間が 60 年以上の方を表彰するものです。受賞

者 46 名を代表して、石田十美夫様に表彰盾を贈呈いたしました。受

賞者は下記のとおりです。� （50 音順）

ふるさと
永住功労表彰
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田
嶋
　
征
子 

様
（
西
町
）

　
昭
和
56
年
10
月
貴
和
会
に
入
会
以

来
、
家
業
の
畳
業
に
勤
し
む
傍
ら
茶

道
に
日
々
研
鑽
さ
れ
、
町
民
文
化

祭
、
片
栗
庵
の
集
い
な
ど
、
各
種
行

事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
は
、
会

員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
り
一
層
強

め
、
明
る
く
活
動
す
る
会
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
60
年
以
降
、
会
の
事
務
局
や

副
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
会
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
塚
　
一
雄 

様
（
大
成
）

　
平
成
15
年
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
に

所
属
以
来
、
各
種
大
会
に
参
加
し
、

数
々
の
入
賞
を
果
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
か
ら
協
会
理
事
、
平

成
29
年
か
ら
は
理
事
長
と
し
て
協
会

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
自
ら

の
技
術
向
上
を
図
る
傍
ら
、
後
進
の

指
導
な
ど
協
会
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
中

　
敏
秀 

様
（
三
笠
）

　
平
成
10
年
に
ス
キ
ー
協
会
に
加
入

し
、
平
成
16
年
か
ら
は
理
事
と
し
て

運
営
に
参
画
す
る
傍
ら
、
平
成
18
年

に
は
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
指
導
員
の

資
格
を
取
得
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
く
指
導
さ
れ
、
ス
キ
ー
の

楽
し
さ
や
、
ス
キ
ー
人
口
の
底
辺
拡

大
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
協
会
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

文化奨励賞・スポーツ奨励賞受賞者
前列左から田嶋さん、青塚さん、田中さん

教
育
委
員
会
表
彰

伊
藤
　
眞
美
子 

様
（
西
町
）

　
夫
　
昭
宣
さ
ん
の
ご
逝
去
に

際
し
、
和
寒
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
本
年
１
月
に
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
口
　
繁
子 

様
（
中
和
）

　
夫

　
萬
里
さ
ん
の
ご
逝
去
に

際
し
、
和
寒
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
本
年
７
月
に
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
善 
行 

表 

彰 

　
昭
和
61
年
５
月

以

来
、

株

式

会

社
丸
〆
商
会
に
入

社
、
以
来
33
年
間

の
長
き
に
わ
た
り

勤
務
さ
れ
、
現
在
、
営
業
課
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
模
範
的
な
勤
務
振
り
か
ら
上
司

や
部
下
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
社
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
鍋
　
時
男 

様
（
三
笠
）

 

褒　

賞 

文　

化

奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ

奨
励
賞

広報わっさむ　令和元年12月号　梢4



　一般会計の歳出決算額は42億６千万円、特別会計の歳出決算額は20億６千万円で、全会計を合わ

せると63億２千万円となり、前年度と比較すると18億１千万円の減、率にすると22.26％の減となり

ました。町の収入や支出、起債や基金の状況をまとめたもので一般会計を中心にお知らせします。

平成30年度 決算状況
すべての会計の歳出決算総額は

63億2千万円

平成30年度に実施した主な事業

その他にも・・・

　・高齢者おでかけハイヤー支援事業　・公営住宅改修事業（若草団地）　

　・介護従事者資格取得支援事業　・塩狩峠夫婦岩周辺活用事業　・西和自治会館他改修事業

� などを実施しました。

未来を拓く人づくり推進事業（台湾五福国民中学他 中学生交流）

土地改良事業農家負担軽減対策事業 防犯灯ＬＥＤ化事業

和寒町の財政状況をお知らせします
梢　広報わっさむ　令和元年12月号5



　平成30年度は「安心して暮らすことのできるまちづくり」「産業育成による活気あるまちづくり」

「ひとが輝くまちづくり」の３つの方針を基に、皆さまが安全で安心な生活ができるよう、生活支援

やインフラ整備など予算の執行に取り組んできました。

【　歳　出　】 （単位：万円）

区���分 金�額 構成比

議 会 費 4,192 1.0％ 

総 務 費 37,778 8.9％ 

民 生 費 52,285 12.3％ 

衛 生 費 50,308 11.8％ 

農 林 業 費 56,596 13.3％ 

商 工 費 10,223 2.4％ 

土 木 費 54,216 12.7％ 

消 防 費 14,928 3.5％ 

教 育 費 29,372 6.9％ 

災 害 復 旧 費 11,162 2.6％ 

公 　 債 　 費 44,473 10.4％ 

給 　 与 　 費 60,626 14.2％ 

諸支出金・予備費 0 0.0％ 

歳出合計 426,159 100.0％ 

歳入歳出差引残額 7,148

繰越明許額 350

実質収支額 6,798

（単位：万円）

区���分 金�額 構成比

町 　 　 　 税 30,289 7.0％ 

地方譲与税等交付金 19,604 4.5％ 

地 方 交 付 税 232,885 53.8％ 

分担金及び負担金 5,759 1.3％ 

使用料及び手数料 8,289 1.9％ 

国 庫 支 出 金 18,157 4.2％ 

道  支  出  金 34,460 8.0％ 

財  産  収  入 3,981 0.9％ 

寄 　 附 　 金 6,032 1.4％ 

繰 　 入 　 金 31,818 7.3％ 

繰 　 越 　 金 1,002 0.2％ 

諸 　 収 　 入 12,619 2.9％ 

町 　 　 　 債 28,412 6.6％ 

歳入合計 433,307 100.0％ 

　財政状況について、実質的な収支は黒字を維持しています。

　80％を超えると硬直化しているとされる財政の弾力性や自由度を示す経常収支比率は73.2％

（H29 73.9％）と良好な水準を保っています。

　また、借金の割合が25％を超えると財政を圧迫しているとされる実質公債費比率においても

1.9％（H29 2.3％）と良好な水準を保っています。

【　歳　入　】

自主財源
23.0％

依存財源
77.0％

町税
分担金・負担金の一部
使用料・手数料・財産収入
寄附金
諸収入の一部・繰入金
繰越金

地方譲与税
利子割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金・負担金の一部
国庫支出金
道支出金
諸収入の一部
町　債

人件費
14.6％

物件費
16.0％

補助費等
23.4％

扶助費
3.9％

維持補修費
2.7％

普通建設
事業費
15.1％

災害復旧費
2.6％

公債費
10.4％

積立金
2.9％

出資金
0.3％

貸付金
1.1％

繰出金
7.0％

消費的
経費
60.6％

投資的
経費
17.7％

公債費
10.4％

その他
11.3％

平成30年度　一般会計決算状況
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　納めていただいた税金は、行政サービスの実施や公共施設の整備に使われています。

　いずれの税目においても高い収納率となっています。

科　　目 課�税�額�(万円) 収�入�額�(万円) 収�納�率 課税1人あたり

町 　 民 　 税 14,463 14,264 98.6％ 43,524円

固 定 資 産 税 12,527 11,708 93.5％ 37,698円

軽 自 動 車 税 1,352 1,350 99.9％ 4,069円

市 町 村 た ば こ 税 2,967 2,967 100.0％ 8,929円

計 31,309 30,289 96.7％ 94,219円

国 民 健 康 保 険 税 12,525 12,009 95.9％ 37,692円

※H31.3.31現在人口3,323人で1人あたり算出

　基金残高と町債残高の状況を特別会計とあわせてお知らせします。

【基金残高】 （単位：万円）

区　　　分
年度末
現在高 増減額

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 69,108 -4,458

減 債 基 金 62,217 -9,898

そ の 他 基 金 216,613 2,758

 合 　 　 計 ① 347,938 -11,598

特 別 会 計 基 金 ② 19,454 -525

備荒資金組合積立金 ③ 72,174 333

合　計（①＋②＋③） 439,566 -11,790

【町債残高】 （単位：万円）

区　　　分
年度末
現在高 増減額

一 般 会 計 債 ① 385,584 -13,943

特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 債 122,374 -2,798

公共下水道事業債 26,146 -4,517

町立病院事業企業債 4,491 -635

介 護 保 険 事 業 債 3,735 397

合 　 　 計 ② 156,746 -7,553

合 　 計 （ ① ＋ ② ） 542,330 -21,496

　一般会計における基金残高と町債残高の推移です。

31.7

34.8

38.5
41.4

39.2 36.0
34.8

30.9

28.5

33.8

41.9 42.0
40.0

38.6

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

H20 H22 H24 H26 H28 H29 H30

基金残高 町債残高
（単位：億円）

※H31.3.31現在人口3,323人で1人あたり算出

一人あたりの基金・町債残高

基金 105万円 [前年対比±０万円]

町債 116万円 [前年対比－１万円]

町税の状況

基金の残高、町債の残高の状況

基金及び町債年度末現在高の推移（過去10年）
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　普通交付税は、自治体の運営に必要とされる基準額を計算し、税金など一定の収入を差し引いた額

を自治体に交付する制度です。

　昨年は総額24.3億円となり、平成25年度から比べて2.1億円減少しています。

20.1 
21.7 21.2 22.2 22.3 21.9 22.5 21.9 21.5 21.1 

2.4 
2.5 2.5 

2.6 2.4 2.3 2.1 2.1 2.1 2.2 
1.8 

2.0 
1.4 

1.4 1.5 1.4 1.4 1.1 1.1 1.0 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

普通交付税 特別交付税 臨時財政対策債 【単位：億円】

24.3 
26.2 

25.1 26.2 26.2 
25.6 26.0 

25.1 24.7 24.3 

※特別交付税＝その年における特別な事情で交付される制度。
※臨時財政対策債＝普通交付税で交付されるべき額のうちの一部を起債し、後年度に交付税補てんされる制度。

　平成30年度の特別会計の決算状況をお知らせします。

 （単位：万円）

国民健康保険会計

歳 入 決 算 額 53,566

歳 出 決 算 額 52,646

差 引 920

基 金 残 高 10,425

後期高齢者医療会計

歳 入 決 算 額 6,668

歳 出 決 算 額 6,645

差 引 23

病院事業会計

歳 入 決 算 額 45,200

歳 出 決 算 額 45,093

差 引 107

町 債 残 高 4,491

簡易水道事業会計

歳 入 決 算 額 22,998

歳 出 決 算 額 22,692

差 引 306

基 金 残 高 396

町 債 残 高 122,374

公共下水道事業会計

歳 入 決 算 額 14,466

歳 出 決 算 額 14,094

差 引 372

基 金 残 高 1,085

町 債 残 高 26,146

介護保険会計

[保険事業勘定]

歳 入 決 算 額 59,018

歳 出 決 算 額 58,326

差 引 692

[介護サービス事業勘定]

歳 入 決 算 額 6,375

歳 出 決 算 額 6,280

差 引 95

基 金 残 高 7,548

町 債 残 高 3,735

【用語解説】

自 主 財 源
町が自主的に収入として得ることができる財源。町税、使
用料等

物 件 費
消費的な性質の経費のうち、他の性質に属さないもの。消耗
品費、光熱水費など

依 存 財 源
国・道の基準により定められた額を交付される。地方譲与
税、地方交付税等

補 助 費 各種団体に対する助成金や負担金など

町 税 町民税、固定資産税、軽自動車税など 扶 助 費 被扶助者に対してその生活を維持するために支出される経費

地方譲与税
揮発油税、自動車重量税、消費税、自動車取得税などの一
部が地方に配分されるお金

維持補修費 町が管理する道路や学校などの公共施設の修繕に要する経費

地方交付税
町の規模により、標準的に必要なお金を算定し、国から交
付されるお金

投資的経費
道路、住宅、学校などの公共施設の新設、増設、改修事業な
どに要する経費

町 債 公共事業などを行なうときに国などから借り入れる借金 公 債 費 借金返済に充てる経費

地方交付税の推移（過去10年）

平成30年度　特別会計決算状況
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一般会計の現在の予算総額は46億５千万円

　９月30日現在の一般会計予算総額は46億５千万円です。10月１日から実施している保育料の無償

化に関する経費や、わっさむ活活商品券販売事業に対する負担金などを追加しており、当初予算45

億４千万円から１億１千万円増加しています。

　今後も、財政の健全化を維持しながら予算の執行に取り組んでいきます。

【歳�入】 （単位：万円）

区　分 予算額 構成比 収入済額
対予算

執行比率

町　　　 税 28,277 6.1％ 16,803 59.4％

地方譲与税等交付金 18,376 4.0％ 7,822 42.6％

地 方 交 付 税 227,111 48.8％ 158,682 69.9％

分担金及び負担金 5,216 1.1％ 397 7.6％

使用料及び手数料 8,337 1.8％ 4,273 51.3％

国 庫 支 出 金 27,058 5.8％ 3,747 13.8％

道 支 出 金 39,259 8.4％ 8,408 21.4％

財 産 収 入 3,986 0.9％ 440 11.0％

寄　 附　 金 5,001 1.1％ 877 17.5％

繰　 入　 金 53,524 11.5％ 169 0.3％

繰　 越　 金 1,000 0.2％ 1,000 100.0％

諸　 収　 入 13,797 3.0％ 2,085 15.1％

町　　　 債 33,980 7.3％ 0 0.0％

歳 入 合 計 464,922 100.0％ 204,703 44.0％

【歳�出】 （単位：万円）

区　分 予算額 構成比 支出済額
対予算
執行比率

議　 会　 費 4,290 0.9％ 2,226 51.9％

総　 務　 費 33,114 7.1％ 10,335 31.2％

民　 生　 費 68,905 14.8％ 19,954 29.0％

衛　 生　 費 59,331 12.8％ 19,968 33.7％

農 林 業 費 62,222 13.4％ 15,409 24.8％

商　 工　 費 13,312 2.9％ 6,612 49.7％

土　 木　 費 66,645 14.3％ 11,151 16.7％

消　 防　 費 16,464 3.5％ 8,631 52.4％

教　 育　 費 30,523 6.6％ 12,671 41.5％

災 害 復 旧 費 3,481 0.7％ 390 11.2％

公　 債　 費 46,177 9.9％ 23,049 49.9％

給　 与　 費 60,248 13.0％ 28,504 47.3％

諸支出金・予備費 210 0.1％ 0 0.0％

歳 出 合 計 464,922 100.0％ 158,900 34.2％

≪今年度実施の主な事業≫

健やかこども医療費助成事業

不良排水路改修工事

特産品振興事業

河川改修事業

公営住宅整備事業

介護従事者確保推進事業

≪一般会計≫

　９月30日現在の特別会計の予算額及び執行状況は次のとおりです。

　皆さまの生活に欠かせないものですので、健全化を維持しながら予算の執行に取り組んでいきます。

≪特別会計≫

（単位：万円）

会  計  名 予算額 収入済額 執行率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 会 計 56,744 25,717 45.3％ 21,346 37.6％

簡 易 水 道 事 業 会 計 17,460 2,612 15.0％ 7,315 41.9％

公共下水道事業会計 21,140 4,805 22.7％ 4,805 22.7％

後期高齢者医療会計 7,030 1,890 26.9％ 1,947 27.7％

介 護 保 険 会 計 70,942 28,197 39.7％ 30,164 42.5％

[ 保 険 事 業 勘 定 ] 59,934 27,643 46.1％ 24,730 41.3％

[サービス事業勘定] 11,008 554 5.0％ 5,434 49.4％

病 院 会 計 48,846 18,314 37.5％ 18,071 37.0％

令和元年度 各会計執行状況　（令和元年９月30日現在）
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小学校学芸会
～みんなが主役 心を一つに感動を！～

　10 月 20 日 ( 日 ) 小学校体育館で、学芸会が

開催されました。全校合唱のほか３，５年生は

音楽、１，２，４，６年生は劇を演じました。

家族から惜しみない拍手が贈られました

　保育所お遊戯会が、10月19日(土)公民館で開催されました。

　お遊戯会は 70 人の子どもたちがあいさつや遊戯、合奏など

を披露しました。
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　文部科学省は７月31日、本年度全国学力・学習状況調査の結果を公表しました。同調査は、国語と

算数・数学のほか、今回は新たに中学校英語を加えました。学習状況調査は、生活習慣や授業の理解

度、指導状況などを把握するため、児童生徒、小中学校双方を対象に行いました。

　本町の小中学校の結果は、全国平均と比較すると、小学校では国語で全国を上回り、小中全ての教

科で無回答率が全国を上回ったのが特徴的となりました。詳細は、以下のとおりとなっています。

【国　語】 
　小学校国語については、全国を上回りました。特に「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域で

は平均正答率が全国を上回り、「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域では、

全国をやや下回りました。

　一方、中学校国語については、全道・全国を下回りました。特に「伝統的な言語文化と国語の特質

に関する事項」の領域では、全国を上回り、他の領域では全道・全国を下回りました。

【算数・数学】
　小学校算数については、全国を下回り全道と同値になりました。

特に、「数と計算」の領域では全道を上回り、「量と測定」の領域

では全道と同値になりましたが、「図形」「数量関係」の領域では

全道を下回りました。

　一方、中学校数学については、領域を含めて全道・全国を下回

りましたが、領域別において「資料の活用」が全国に最も近くなっ

ていました。

【英　語】
　中学校英語については、全道・全国を下回りましたが、領域別において「聞くこと」が全国に最も

近くなっていました。

【児童質問紙・生徒質問紙】
　小学校児童質問紙では、「国語の授業の内容はよく分かる」「ものごとを最後までやり遂げて、うれ

しかったことがある」と回答した児童の割合が全国を上回りました。しかし、読書が好きな割に、「学

校の授業時間以外の読書の時間」が少ない傾向にありました。

　中学校生徒質問紙では、「国語の授業の内容はよく分かる」「生徒の間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と回答した生徒の割合が全国を上回りました。

しかし、読書があまり好きではなく、家で、自分で計画を立てて勉強したり、学校の授業時間以外の

勉強や読書の時間が少ない傾向にありました。また、新聞に至っては、ほとんど読まれていない結果

となりました。

令和元年度　全国学力・学習状況調査結果

　この調査結果を受けて、各学校ではさらに分析を進め、授業改善や放課後・行間学習等の学力向

上に向けた取組の改善を図っていくこととしています。また、児童生徒の生活習慣や学習習慣等を

見直し、改善に向けて家庭と一体となった取組の展開を急ぐこととしています。

（調査結果は道教委のホームページでも紹介し、和寒町の概要も掲載されています。）

教　科 国　語 算　数

和寒小学校 上回っている 全道と同値

教　科 国　語 数　学 英　語

和寒中学校 下回っている 下回っている 下回っている
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　デマンドバス（予約方式）の予約時間は、運行の１時間前までとなりました。

　（従前は２時間前まで）安心安全の公共交通をご利用ください。

町営バス予約時間が変更になりました
広報わっさむ　令和元年12月号　梢12



まちのニュース  カメラアイ ～地域の話題をお届けします～

日頃の体力づくりと練習の成果を発揮

北海道警察逮捕術大会が札幌市で開催され、士別警察

署チームが第２部団体戦で３位入賞しました。士別警察

署チームには和寒駐在所の佐藤 吏(西町)所長もメンバー

として出場。団体戦は徒手対徒手、警棒対短刀、警棒対

警杖の３種目で実施。各種目三本勝負で２本先取すれば

勝ちとなるルールで、佐藤所長は、警棒対短刀の次鋒と

して３位入賞に大きく貢献しました。

10/9
(水)

８
ハチマルゴーマル

０５０問題について考えよう！

50代のひきこもりや精神疾患などの障がいを持つ子ども

を、80代の親が面倒をみるケースが増えている「８０５０

問題」をテーマとした権利擁護セミナーが、和寒町主催で

保健福祉センターにおいて開催されました。高齢者や障が

いのある方などの生活や就労支援を専門に活動されている

４名の方をパネラーに招き、それぞれの立場で支援に関わ

った経験談や、パネラーと保健福祉課職員による寸劇を行

い、参加された約60名の来場者は楽しみながら８０５０問

題について理解を深めていました。

10/25
(金)

知っておきたい認知症ケアのヒント

和寒町地域包括支援センター主催の認知症講演会が、

有限会社 ライフアート会長の武田 純子氏を講師に、保

健福祉センターで開催されました。講演では認知症にな

ることは自然なことであると、「老い」を受け入れる前

向きな生き方のヒントをこれまでの経験や日常生活を例

にお話しいただきました。また、具体的な認知症行動な

どもわかりやすくご紹介いただき、約90名の来場者は和

やかな雰囲気のなか、認知症の理解を深めていました。

10/31
(木)

受験種別 応募資格 受付期間 試験日　及び　会場

自衛官候補生

（男子・女子）

18歳以上33歳以下

（令和２年４月１日現在）

受付中～12月９日（月）締切

※12月以降の試験も随時受け

付けています

12月15日（日）・16日（月）のいずれか１日

を指定できます。

(旭川)

陸上自衛隊

高等工科学校生徒

（一般男子）

15歳以上17歳未満

令和２年４月１日現在

中卒（見込み含む）

令和２年１月18日 一次試験は名寄

自衛官募集

■興味のある方は、お気軽に下記までご連絡ください。
　自衛隊旭川地方協力本部　名寄出張所　
　TEL　 01654-2-3921
　住所　〒096-0011　名寄市西１条南９丁目45
　※受験申込は、和寒町役場総務課でも対応します。

梢　広報わっさむ　令和元年12月号13



　第57回町民文化祭が、10月25日（金）から11月17日（日）までの24日間

にわたって開催されました。写真や陶芸、花、書道など多くの力作が展示

されたほか、短歌教室やダンスパーティー、お茶会などが開催され、多く

の来場者で賑わいました。11月４日（月）には芸能発表会がおこなわれ、

歌や踊り、詩吟、ピアノ、太鼓など各サークルの発表があり、訪れた観客

から大きな拍手が贈られていました。

町民文化祭



民生委員児童委員名簿
任期：令和元年12月１日～令和４年11月30日（３年間）

住　所 氏　　名 電話番号 担　　当　　地　　区
東　町 大石多惠子 32-3219 恵みヶ丘自治会

南　町 外山　秀男 32-2207 大通自治会

西　町 山下　眞樹 32-4575 西町自治会

西　町 川村　敦子 32-3505 仲町自治会

三　笠 大場　栄子 32-4411 若草自治会（1～9班）

三　笠 星　　良子 32-2408 若草自治会（10～15班）

三　笠 森田　晴章 32-3031 かたくり自治会

三　笠 本舘美智子 32-3420 かたくり自治会

中　和 大石もと子 32-4048 中和自治会（旧塩狩・朝日・南丘・中和1～3）三笠南自治会（旧三笠2）

川　西 菊地美智子 32-3794 中和自治会（旧中和5～6・川西）三笠南自治会（旧三笠3）

菊　野 大西　京子 32-3764 三和・菊野自治会

北　原 岡　　政之 32-3563 松岡・北原自治会

福　原 牧　　千秋 32-5007 西和福原自治会

大　成 脇澤　幸枝 32-3632 東山自治会

西　町 笠嶋　　覚 32-2231 全地域（主任児童委員）児童問題専任

北　町 佐藤美佐子 32-2873 全地域（主任児童委員）児童問題専任

こんにちは　農業委員会です！

　農業委員会総会の会議結果は下記のとおりです

○第 11 回　農業委員会総会

日時・場所　11月 19日（火）13時 30分　役場第２会議室

出 席 委 員　13 名

議　　　件　１．農用地賃貸借の解除　　１件

　　　　　　２．農用地の賃貸借  　　　８件

　　　　　　３．農用地の使用貸借　　　１件

　　　　　　４．農用地の売買　　　　　１件

　　　　　　５．令和２年度和寒町農業振興施策に関する意見書を決議

お問合せは農業委員会（TEL32-2435）まで

～民生委員児童委員が改選されました～
悩みごとなどをお気軽に相談してください

　12 月１日付で、民生委員児童委員として厚生労働大臣、北海道知事からの委嘱状伝達を行いました。

今後３年間、地域における福祉の向上にご活躍いただきます。日常生活での問題など、町民の皆さん

の立場に立ってご相談に応じます。秘密は堅く守られますので、悩みごとがありましたら、お気軽に

ご相談ください。

本町の地域福祉増進に、長きに渡りご尽力いただきました。

※令和元年 11 月 30 日付で退任された民生委員児童委員

住　所 氏　　名 期　間 住　所 氏　　名 期　間
三　笠 森本　岸子 ４期　12年 北　原 嵯峨　哲次 ３期　９年

中　和 西川とよ子 ４期　12年 大　成 脇澤　幸男 ２期　６年

三　笠 山住トシ子 ３期　９年 西　町 後藤　一枝 １期　３年

梢　広報わっさむ　令和元年12月号15



12
自
治
会
で
開
催
し
た
町
政
懇
談
会

は
、
町
政
運
営
に
町
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
７
月
10
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で

の
期
間
で
開
催
し
、
１
５
５
名
の
方
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
地
域
の
課
題
や
町
へ
の

要
望
、
大
雨
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
な

ど
、
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
こ
の
誌
面
で
は
、
特
に
全

町
に
共
通
す
る
も
の
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

 
（
Ｑ
は
問
、
Ａ
は
回
答
説
明
で
す
）

Ｑ
ゴ
ミ
処
理
の
負
担
金
を
町
民
に
求

め
て
い
か
な
い
と
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ゴ
ミ
を
減
ら

し
て
い
く
た
め
に
も
有
料
化
も
や
む
を
得

な
い
の
か
な
と
思
う
。

Ａ
ご
み
や
大
型
ご
み
の
処
分
料
金
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
幅
広
く
検
討
し
て
、
随
時
、
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
ア
ラ
イ
グ
マ
講
習
は
地
域
に
来
て

も
ら
っ
て
開
催
し
て
く
れ
る
の

か
。Ａ

あ
る
程
度
の
人
数
が
集
ま
る
日
に

合
わ
せ
て
、
講
師
（
産
業
振
興
課

職
員
）
を
派
遣
で
き
ま
す
の
で
、
可
能
で

す
。Ｑ

自
治
会
の
補
助
金
の
今
後
の
方
向

性
を
聞
き
た
い
。
自
治
会
自
体
の

運
営
方
法
も
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
。

自
治
会
に
よ
っ
て
は
余
剰
金
も
あ
る
と
思

う
が
、
補
助
金
が
減
る
と
今
後
、
厳
し
く

な
っ
て
く
る
と
思
う
。

Ａ
平
成
30
年
度
に
補
助
金
見
直
し
を

し
て
、
従
来
あ
っ
た
納
税
報
償
金

を
減
額
し
な
が
ら
、
来
年
度
、
納
税
報
償

金
の
分
は
無
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
5

年
後
ご
と
に
見
直
し
を
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。
各
自
治
会
に
お
い
て
も
自
治
会
の

特
性
を
守
り
つ
つ
、
自
治
会
の
規
模
に

あ
っ
た
運
営
方
法
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
ご
意
見
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
補
助
金
の
減
額
は
段

階
的
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
々
に

あ
っ
た
意
見
を
伺
い
な
が
ら
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
。

Ａ
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
13

年
か
ら
見
直
し
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
安
定
し
て
供
給
す
る
た

め
に
、
相
対
的
に
、
現
状
に
あ
っ
た
見
直

し
を
し
な
が
ら
、
来
年
4
月
か
ら
改
定
す

る
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
町
民
の
方
へ

周
知
し
て
い
く
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
高
齢
者
安
心
見
守
り
通
報
シ
ス
テ

ム
の
固
定
型
を
設
置
す
る
場
合
の

料
金
や
設
置
す
る
た
め
の
手
続
き
を
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
シ
ス
テ
ム
利
用
は
、
高
齢
者
で
ひ

と
り
暮
ら
し
の
方
な
ど
で
、
固
定

電
話
を
お
持
ち
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
回
線
固
定
型
は
現
在
、
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
料
金
の
見
直

し
（
有
料
）
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
請

書
を
提
出
す
る
際
に
、
緊
急
時
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
協
力
員（
２
名
）を
申
請
書
に

記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
で
も
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
を

広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町政懇談会終了
住んでいて良かったと思えるまちへ

広報わっさむ　令和元年12月号　梢16



Ｑ
夫
婦
岩
周
辺
整
備
の
進
捗
現
状
と

今
後
の
課
題
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

Ａ
８
月
10
日
に
は
フ
ッ
ト
パ
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
車
椅

子
の
方
や
高
齢
者
の
方
が
夫
婦
岩
ま
で
登

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
道
路
改
修
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
国
や
道
な
ど
の

財
源
確
保
も
並
行
し
て
中
期
的
に
検
討
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
塩
狩

周
辺
と
一
連
し
て
限
ら
れ
た
予
算
範
囲
で

整
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
こ
ど
も
に
何
か
あ
れ
ば
、
す
ぐ
旭

川
の
病
院
へ
行
く
。
例
え
ば
、
自

分
が
救
急
（
脳
梗
塞
な
ど
）
の
場
合
も
町

立
病
院
に
寄
ら
な
い
で
、
直
接
、
旭
川
の

病
院
に
搬
送
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
町
の
一
般
会
計
で
病
院
経

費
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
コ
ス

ト
削
減
や
規
模
縮
小
し
て
い
っ
て
も
い
い

の
か
な
と
思
う
。

Ａ
規
模
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
や

薬
剤
師
な
ど
医
療
技
術
者
の
確
保
が
難
し

い
状
況
で
す
。
規
模
縮
小
す
る
と
現
在
の

体
制
を
維
持
で
き
な
い
分
野
が
出
て
き
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
新
し
く
使
う
土
取
場
の
面
積
と
用

途
は
。

Ａ
土
地
は
全
体
で
約
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
土
質
検
査
や
土
壌
分
析
を
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
問
題
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
の
で
、
客
土
用
に
使
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
救
急
要
請
を
し
た
時
、
名
寄
に
搬

送
さ
れ
る
の
は
疑
問
に
思
う
。
旭

川
に
搬
送
す
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。Ａ

救
急
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、

ま
ず
は
一
次
救
急
と
し
て
自
治
体

病
院
（
町
立
病
院
）
が
診
る
、
二
次
救
急

は
名
寄
に
搬
送
す
る
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
実
態
は
そ
の
多
く
が
旭
川
へ
搬

送
、
５
％
が
名
寄
に
搬
送
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
に
含
ま
れ
て
い

る
介
護
納
付
金
は
、
何
歳
ま
で
賦

課
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
65
歳
以
上
か
ら
は
賦

課
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
子
ど
も
を
大
事
に
す
る
施
策
を
打

ち
出
し
て
実
行
し
て
い
る
町
は
人

口
も
増
え
て
い
る
。

　

町
に
魅
力
の
あ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
町

に
も
潤
い
が
出
る
と
思
う
が
、
何
か
今
後

の
展
望
は
あ
る
の
か
。

Ａ
秩
父
別
町
や
上
士
幌
町
は
、
子
ど

も
達
の
遊
ぶ
場
所
を
作
る
な
ど
子

ど
も
に
対
す
る
施
策
が
充
実
し
て
お
り
、

近
隣
市
町
村
な
ど
か
ら
引
っ
越
し
し
て
き

て
人
口
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
達
に
対
す
る
施
策
や
住
み
や
す
い
環
境

施
策
な
ど
、
今
後
も
し
っ
か
り
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
和
寒
町
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実

し
て
い
る
。
今
年
春
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
配
置
さ
れ
た

し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
利
用
す
る
た

め
子
ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
よ
う

な
こ
と
や
社
会
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。

Ａ
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
動
は
町
民
の
方
に
見
え
な
い
部

分
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
中
学
校
の

ス
キ
ー
部
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
民
の
方
を
対
象
に
「
ゆ
る
ト
レ
」

や
、
上
川
総
合
振
興
局
と
連
携
し
て
ス

ポ
ー
ツ
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
活
動
内
容
な
ど
町
民
へ
周
知
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　このほか、まちづくりのアイデア

や行政に対するご意見・ご要望、地

域の困りごとなどが寄せられまし

た。急を要するものや後日確認が必

要になるものについては、自治会の

皆さんや関係機関と協議し、処理状

況を関係者や各自治会にお知らせす

ることとします。

　町政懇談会に関するお問い合わ

せは、総務課情報管理係（TEL 32-

2421）までご連絡ください。

梢　広報わっさむ　令和元年12月号17



　暖房用燃料や衣料品の購入、住宅の断熱対策等冬期間にかかる経費の一部を助成するこ

ととしています。

　12 月１日現在、和寒町民であり、冬期間に町内の自宅に居住する世帯で下記の①～④

のいずれかに該当する世帯　※長期間（12月１日～ 3月 31日までの期間を超える）、施設

入所や入院療養等で居住していない場合は対象になりません。

１万円（和寒町商業振興協同組合発行商品券 500 円× 20 枚）

期間　令和元年 12 月６日～令和元年 12 月 30 日

場所　保健福祉センター　または　役場お客さま窓口

　　　　　申請に必要なもの

　　　　　　①申請書　申請書は広報わっさむ 12 月号に折り込みしてあります

　　　　　　②印　鑑

　　　　　　③対象の世帯であることが証明できるもの（保険証や障害者手帳など）

年 金 あ れ こ れ ～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

◎国民年金保険料は社会保険料控除の対象
令和元年中に国民年金保険料を納付されたかたには、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

が 11 月または翌年２月に日本年金機構から送付されます。

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町道民税の社会保険料控除の対象となります。

控除の対象となるのは、平成 31 年１月から令和元年 12 月までに納められた保険料の全額です。過

去の年度分や追納された保険料も含まれます。また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配偶者や

お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられ

ます。年末調整や確定申告の際に必要となりますので大切に保管してください。

◎11月に送付されるかた
平成 31 年１月１日から令和元年９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された方

◎２月に送付されるかた
令和元年 10 月１日から 12 月 31 日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納付された方

お問い合わせ先　ねんきん加入者ダイヤル　電話番号０５７０－００３－００４

〈受付期間〉令和元年 11 月１日（金）～令和２年３月 15 日（日）

〈受付時間〉・月～金曜日　午前８時 30 分～午後７時 00 分

　　　　　・第２土曜日　午前９時 00 分～午後４時 00 分

　　　　　・祝日（第２土曜日を除く）、12 月 29 日～１月３日はご利用できません。

お問い合わせ：保健福祉課福祉係　TEL 32-2000

冬の生活を応援します！

令和元年度の町民税が非課税の世帯
④生活保護世帯

①高齢の方がいる世帯 ②障がいのある方がいる世帯 ③ひとり親等世帯
全員が 65 歳以上の世帯

（令和２年３月 31 日ま

でに満 65 歳になる方を

含みます）

障がいのある方が同居している世帯

(1) 療育手帳所有者

(2) 身体障害者手帳所有者 (1・2 級 )

(3) 精神障害者保健福祉手帳所有者

児童扶養手当の支給

要件に該当する方の

属する世帯

生活保護を受給

している世帯

代理の方でも
申請できます

内　容

対象者 

助成額

申　請
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HIGASHIYAMA500
　和寒東山スキー場ヒルクライムレースが 10 月 22 日（火祝）開催されまし

た。スキー場中腹まで駆け上がるハーフの部には 105 名、第一リフト終点ま

で駆け上がるフルの部には 225 名、総勢 330 名が出場し秋晴れの中自分の限

界にチャレンジしました。ヒルクライムレースはスキー場を逆走し距離が約

500 ｍ、標高差 120 ｍのコースを駆け上がります。フルの部最速タイムは JR

北海道スキー部の松村亜斗夢さんの 3：34.35 でした。参加者の方々からは

「来年も挑戦したい」「頂上からの景色が最高」との声をいただきました。招

待選手には名寄市の阿部雅司さんを始め世界大会メダリストを４人含む、６

人の方が参加した豪華な大会になりました。

　クリーンタウンわっさむでは、子どもたちがごみ減量やリサイクルに関心を持ち、家族が一緒に

なって考えていただくことを目的に、リサイクルアイデア作品を募集しました。今回は66点の力作が

集り、審査の結果、次のとおり入選者が決定し町民文化祭に展示されました。

学年
リサイクルアイデア賞

最優秀賞 優秀賞 ユーモア賞

小 1 平崎昂
こ う

生 髙岡思
し

惟
ゆい

今北悠
ゆう

太
た

小 2 小林美
み

陽
はる

伊藤　陽
よう

安里周
しゅうえい

叡

小 3 平崎柑
か ん な

名 酒向耶
や

眞
ま

登
と

中道大
だ い き

樹

小 4 川西輝
てっしょう

昇 菊地晃
こ う や

也 和久　玄
はるか

小 5 遠藤琴
こと

華
か

和久葉
は

澄
すみ

永易　巧
たくみ

小 6 髙岡響
こ お る

琉 戸津拓
た く と

斗 塚崎陽
ひ

菜
な

ポスター

小 5 酒井碧
あ こ

子 東　陽
は る の

乃 －

小 6 齋藤　旬
しゅん

－ －

（小４川西くん）
段ボール等で作った

「バスケットボール盤」

（小５遠藤さん）
卵パック等で作った

「かぜにふかれてすずがなる」

（小６髙岡くん）
色々な空き箱で作った

「おかしの動物園」

小５酒井さんのポスター

小６齋藤くんのポスター

(小２小林さん)
ペットボトルの

キャップ等で作った
「カレンダー」

(小３平崎さん)
ペットボトルで作った

「ぐるぐるコースター」

(小１平崎くん)
ラップの空き箱で作った

「びーだまれえす」

最優秀賞作品

リサイクルアイデア作品展　入選者決定が決定
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■早朝の除雪作業にご理解を
　朝の通勤、通学時までに除雪を終了させるため、早朝から作業をおこ
ないますので、騒音振動などでご迷惑をお掛けすることもありますが、
ご理解をお願いします。

■�車道や交差点への雪
捨てはやめましょう

　除雪した道路に雪を出す
ことで、わだちが出来た
り、道幅が狭くなるなど通
行の障害になったり、交通
事故の原因にもなります。
敷地内で処理するか雪捨場
をご利用ください。

■河川への雪捨ては危険です
　特に、市街地区の小河川につい
ては融雪時に流水の妨げになり、
子どもが入りこむと事故につなが
る危険性があるため、河川への投
雪はやめましょう。

■路上駐車は絶対やめよう
　路上に放置された１台の車のた
めに除雪車が前に進めなくなり、
引き返すことがあります。除雪が
後回しになるなど、町内全体の迷
惑になります。 ■�玄関先の雪処理は

各家庭で
　除雪車が通った後、玄
関先の雪を何とかして欲
しいという声をお聞きし
ています。町では広い地
域の除雪作業を短時間で
効率よくおこなわなけれ
ばならず各自で取り除く
ようお願いします。

■ゴミは除雪の後に
　各家庭から出されるゴ
ミは、収集日当日の除雪
の後に出してください。
夜間や前日から出します
と、雪の下になり、除雪
と一緒に処理されて収集
できなくなります。

■雪捨場案内
　町の指定雪捨場
は、松岡４号の旧町
営球場敷地です。奥
の方から順に利用し
てください。また、
ゴミが混入しないよ
う注意しましょう。町道除雪総延長：155.4km

地図太枠内区域はＡ業者で、その他の区域はＢ業者による除雪となります。
　　　　※一部地図範囲外があるため下表参照

委 託 業 者 名 委　　託　　範　　囲

Ａ
旭実興業㈱和寒支店

字三笠℡32-2338

恵みケ丘自治会、道道和寒幌加内線から南側（中和自治会、松岡・北原自治会、

三和・菊野自治会の一部）三笠南自治会、西和福原自治会

Ｂ
㈱コンドー興産

字東丘℡32-2011

大通自治会、仲町自治会、西町自治会、若草自治会、かたくり自治会、道道和寒

幌加内線の北側（東山自治会、中和自治会、松岡・北原自治会、三和・菊野自治

会の一部）

お気づきの点があれば、
役場建設課（電話32-2424）または、委託業者にご連絡ください。なお、国道については旭川開発建設部
士別道路事務所（電話23-3147）道道については、旭川建設管理部士別出張所（電話23-2191）にご連絡
ください。

除排雪作業にご協力を ～冬道を安全で快適に過ごすために～
　冬の町民生活を安全・快適に過ごすために、冬道の除雪体制についてお知らせします。作業を迅速

かつ円滑に進めていくために、町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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旭川わっさむふるさと交流会
　10 月 23 日 ( 水 ) 旭川市で旭川

わっさむ会（三浦 敏章 会長）総

会が開催され、会員 25 名の出席

と、和寒町から奥山町長のほか多

くの方々が出席しました。

　総会終了後の懇親会では、和寒

町の参加者と旭川会の方たちで、

ふるさと和寒町の話に花を咲かせ

ていました。

　同級生が多く集まった年代もあ

り、笑い声の絶えない、ふるさと

を偲んだ良い一日となりました。

手洗いが基本です！
町立和寒病院　看護科副科長　工藤　千香

　冬はいろいろな感染症が流行しやすい季節です。インフルエンザ、ノロウィルス感染症、ロ

タウィルス感染症、ＲＳウィルス感染症、溶連菌感染症などたくさんの感染症があります。

なぜ感染症は冬に流行りやすいの？
　ウィルスは低温・低湿度を好み、冬は夏より

も長く生存することができ、感染力が強くなり

ます。一方、人の体は体温が下がるとウィルス

や菌に対抗する免疫力が落ちます。

　冬はウィルスが元気になり、人の体は感染症

にかかりやすい状態になるためです。

感染症予防の基本は手洗いです。
　感染症の多くは、手を介して体内に侵入することが多いと言われています。例えば、ドアノ

ブ、手すり、エレベーターのボタン、水道栓など様々な場所にウィルスや菌が付着していま

す。そういった場所を触った手で自分の眼や

鼻や口を触ったり、食事をしたりすることで

ウィルスや菌が体内に侵入してくるのです。

見た目は汚れていなくてもウィルスや菌が付

着している可能性があるので手洗いが大切と

なります。一般的なアルコールの手指消毒液

では効果のないウィルスもいるため、石鹸と

流水による手洗いが基本となります。特に外

出後、トイレの後、調理や食事の前には必ず

手を洗いましょう。

　正しい手洗いを習慣にし、バランスの良い食事と十分な休養をとって体力や抵抗力を高
め、冬の感染症を予防しましょう。
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話題の新着本

図書館へいこう！図書館へいこう！

FMラジオ「月刊わっさむ」毎月第4火曜日放送！　詳しくは町HPで

『明日の僕に風が吹く』

� 乾�ルカ／著

医師を目指す有人はアレルギー発作を

起こした転入生を助けようとして失敗

し、夢と居場所を失った。叔父の勧め

により北海道の離島で暮らすことに

なった有人は、徐々に前を向き始める

が…。

『逃亡小説集��』� 吉田�修一／著

職を失い、年老いた母を抱えた男。一

世を風靡しながら、転落したアイド

ル。道ならぬ恋に落ちた、教師と元教

え子。彼らが逃げた先に、安住の地は

あるのか。人生の断面を切り取る小説

集。

『人を乞う』� あさの�あつこ／著

政が大きく変わる様を見届けるため、

江戸から故郷に戻ってきた天羽藩上士

の子・伊吹藤士郎。世の光と闇を見、

武士ではない生き方を知った少年が選

んだ道とは? 青春時代小説、最終章。

『祝祭と予感』� 恩田�陸／著

かつて警察官だった大学教授の小早

川。学内ミスコン反対運動を推進する

女子学生が、彼と話をした直後に襲わ

れる。警察に疑われ続ける教授に代わ

り、小早川ゼミの学生たちが事件の真

相に迫り…。

『人間』� 又吉�直樹／著

38歳の誕生日に届いた、ある騒動の報

せ。何者かになろうとあがいた季節の

果てで、かつての若者達を待ち受けて

いたものとは? 又吉直樹、初の長編小

説。

『ツナグ』� 辻村�深月／著

一生に一度だけの死者との再会を叶え

る使者「ツナグ」。祖母から役目を引

き継いで７年。歩美の元には、亡き人

との面会を望む人々が、誰にも言えぬ

想いを胸に秘めて訪れる…。

『タピオカミルクティーで死にか

けた土曜日の午後』

� 辛酸�なめ子／著

時間がない、インフルエンザをうつさ

れた、乱気流の恐怖、パンダや少年合

唱団への萌え、火祭りの阿鼻叫喚…。

様々なシチュエーションでの個人的な

心の叫びを綴る。

『鴻上尚史のほがらか人生相談』　

� 鴻上�尚史／著

「彼女の整形に気づき、騙された気分

です」「４歳の娘が可愛くありませ

ん」など、28件の質問に、鴻上尚史が

具体的で実行可能なアドバイスを贈る。

今月のBEST本（10月の貸出回数上位本）

１２・１月のイベント情報

12/�7(土)��13:30～　ポコ･ア･ポコクリスマス会

12/14(土)　10:00～　おはなし会

12/21(土)　14:00～　クリスマス映画会

12/28(土)��14:00～　おはなし会

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　　　　ポコ・ア・ポコ
　　　　　　クリスマスおはなし会

　　　　　　　日にち　12月７日（土）

　　　　　　　時　間　午後１時30分

　　　　　　　場　所　図書館視聴覚室

クリスマスの絵本やパネルシアターなど

盛りだくさんの楽しいおはなし会です。

サンタさんからのプレゼントもあります。

おともだちと一緒に遊びに来てね！

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★
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■人の動き　　　　　　　10月末現在
人　口　　３，２８８人（±　０人）
　男　　　１，５４８人（＋　１人）
　女　　　１，７４０人（△　１人）
世帯数　　１，６３８戸（＋　１戸）

（　）は前月比
出生　　２人　　死亡　　０人
転入　　６人　　転出　　８人

■たんじょうおめでとう
　あかちゃん　　　おとうさん・おかあさん　　住　所

満月　友
ゆう

稀
き

くん　　英幸・絢子　　東　町

齋籘　来
ら な

奈ちゃん　匡盛・友絵　　日ノ出

和 寒 町
▼ふるさとまちづくり応援寄付金（ふるさと納税）
� 10月分　337件　計�368万円

＝寄贈（芳生苑・健楽苑）＝（タオル・野菜他）
▼ 垣　通子さん（三　笠）
▼武佐　米吉さん（西　町）
▼和寒町商工会女性部
　部長　石上厚子さん（西　町）
▼精神障がい者家族会士別地域ぬくもり会
　会長　佐藤洋子さん（士別市）
▼小野田頴意さん（西　町）
▼今田八千代さん（北　町）
▼吉原　　強さん（北　町）
▼白鳥　眞一さん（三　笠）
▼薄井　　豊さん（三　笠）
▼高橋真由美さん（三　笠）
▼佐々木雪子さん（三　笠）
▼虻川　祐子さん（士別市）
▼下井トミ子さん（三　笠）
▼いこいのオアシスアマリリス
　代表　丹野千鶴子さん（南　町）
▼虻川政義さん（日ノ出）
▼髙橋春貴さん（松岡）
＝慰問（芳生苑）＝�
▼和寒保育所年長組（合唱・お遊戯）
▼霜月ボランティア（抹茶提供）
▼喫茶ボランティア（コーヒー提供）
▼草花の会（作品展示）

士別警察署かわら版
１　降雪期における事故の防止
(1)　雪下ろしは複数人で
　屋根の雪下ろし中に、ハシゴや屋根から転落

する事故が発生しています。作業中にはハシゴ

を支えたり、通行人等の安全を監視する補助者

を配置するほか、高所からの転落防止措置を確

実に講じましょう。

(2)　除雪機による除雪は安全を確かめて
　除雪機を使用した除雪作業では衣服を巻き込

まれたり、下敷きになるなどの事故が発生して

います。除雪作業時は、作業に適した服装と周

囲の安全を確認し、その場を離れる時には、必

ずエンジンを停止しましょう。

(3)　気象情報に注意しましょう。
　暴風雪や大雪警報が発令された時は、吹雪

で見通しが悪かったり、道路上の吹きだまりに

よって車が立ち往生する場合があります。車が

立ち往生した場合に備えて、車内には防寒着や

長靴、手袋、スコップ、牽引ロープ等を車載し

ておきましょう。

２　飲酒運転の根絶　
(1)　飲酒運転は悪質な犯罪！
　飲酒運転は、悲惨な交通事故を引き起こす悪

質、危険な運転行為です。お酒を飲むとわずか

な量でも運転に大きな影響を及ぼし、重大事故

を起こす可能性が高まります。二日酔いでの運

転も｢飲酒運転｣です。少しでも身体にアルコー

ルが残っているようなら、運転は絶対にやめま

しょう。

(2)　飲酒運転は、運転者以外も処罰の対象！
　飲酒運転は、運転者だけではなく、周りの人

にも重い処罰があります。車を運転する恐れの

ある人にお酒を提供したり、お酒を飲んでいる

人に車を提供したり、飲酒運転の車に同乗する

と、たとえお酒を飲んでいなくても処罰の対象

になります。

(3)　飲酒運転情報の提供！
　「今まさに、飲酒運転をしそう！している！」

等の情報をメールでも受け付けています。皆さ

んの周囲の人が飲酒運転による交通事故の被害

に遭わないように、ぜひ飲酒運転に関する情報

をお寄せください。

問い合わせは士別警察署まで

士別警察署　㈹２３－０１１０

10月中交通事故状況 （10月末現在）

発生件数
人 身　１件（　　２件）

物 損　３件（　６０件）

死　　者 ０人（　　０人）

傷　　者 ３人（　　４人）

道内での死者 　２１人（１２５人）

（　）内は令和元年累計

交通事故死ゼロ日数　１，１０２日

 訂正とお詫び 

広報わっさむ11月号４ページのソフトテニス記事

で和寒中学校２年石田凜花さんの名前が記載漏れと

なっていましたので訂正し、お詫び申し上げます。

梢　広報わっさむ　令和元年12月号23
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広 報 わっさむ

阿部　有
ゆう

真
ま

くん　《H30.10.26生まれ》
　北原　阿部優太さん・彩子さんの二男

こんにちは、ぼくの名前はゆうまです。 

いっぱい歩けるようになって毎日お兄ちゃんと楽しく遊ん

でいます。 

僕を見かけたら声をかけてね。元気に「はーい」って笑顔

でお返事するよ

　10月18日(金)～20日(日)に札幌エスタ地下で「和寒の特産品販売会inエスタ」、11月６日(水)～12

日(火)にはJR札幌駅西通り北口にある北海道どさんこプラザ札幌店で「和寒フェア」を開催。和寒産

のくり将軍、雪化粧などのカボチャや、特産品のペポナッツやフタバ屋のお菓子などを販売しまし

た。また、10月24日(木)～31日(木)の８日間は、札幌エスタ地下で「札幌エスタ ハロウィンフェア

２０１９」が開催され、札幌近郊の民間企業とのコラボした和寒産カボチャを使った商品が販売さ

れ、会場には多くの人が詰めかけていました。

和寒の特産品をＰＲ　民間企業とのコラボ商品も販売

広報わっさむ　令和元年12月号　梢24


